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地域ねこ対策と公費助成の仕組み 
このニュース発行の頃には、 
騒動の解決していることを願うのですが‥‥ 

　東京世田谷区は、平成16年に「世田谷区人と動物
との調和のとれた共生条例」を全国にさきがけて制定
しました。区は条例に従い「人と動物との調和のとれ
た共生推進プラン」を決めました。その中に「飼い主
のいない猫との共生推進活動の普及」事業があります。
　同事業の中で、飼い主のいない猫を減らすための「飼
い主のいない猫の不妊・去勢手術費用の助成」を平成
20年2月1日から実施しました。（以下「飼い主のい
ない猫との共生推進活動」を「地域ねこ」とします。） 
 
　新聞報道や情報掲載のホームページなどによると、
この公費助成の仕組みが大きな騒動になっているとの
こと…… 
　世田谷区内だけでも約110件を超す動物病院がある
そうですが、区役所が公費支払いの協定を結んだ病院は、
東京都獣医師会世田谷支部に加盟する59の病院に限
られます。（病院数などは今年2月現在） 
　公費助成の条件として区は、同支部の提案に従い不
妊去勢手術済みの地域ねこには識別表示をすることを
決めました。 
　区内の地域ねこ対策で行われていた手術済みの識別
には、対策を行う区民の希望するさまざまな方法が取
り入れられていました。多くの識別、つまり目印は手
術の際に動物病院で付けられていました。 
　同世田谷支部は公費助成の開始に合わせて手術済み
の目印をマイクロチップだけにしました。マイクロチ
ップ普及のため、今回の装着には費用のかからないこ
とを区は採用理由のひとつに説明していました。 
　このような公費助成の仕組みが知れ渡るに従い、さ
まざまな識別の目印でも助成をうけられるようにする
要望が区に届きましたので、区と同支部が協議し、ね
この写真に限り条件に合うとして追加しました。 
　区民が公費助成をうけられる病院は59の病院に限
られ、その病院ではマイクロチップ以外の目印をねこ
に付けられません。※5月現在の情報より。 
 
　他の自治体などでの公費助成の仕組みは多岐に及ん
でいます。一般的で多く知れ渡っている方法は、動物
病院の手術定価の減額分を、公費から病院宛に補填す 

る仕組みです。減額分の取り決めは自治体によりさま
ざまです。 
　先進的といわれる東京都の例では、獣医資格を持つ
都の職員が手術を行い、地域ねこ対策の住民組織に手
術費の負担をかけない仕組みも試みられ、飼い主のい
ない猫との共生プログラムとして現在も続いています。 
　他には、動物病院の所在地や所属する獣医師会の支
部などとの関係を持たず、手術を希望する市民を対象
に助成する仕組みもあります。 
　動物病院の定価減額分の補償という観念からはなれ
た考えも生まれています。地域ねこ対策を地域環境保
全のための住民による社会活動と位置付けて、活動費
として助成された金額から手術費用相当分を捻出する
仕組みもあります。 
　野良ねこ迷惑侵害苦情をなくし、不幸なねこをふや
さないために、飼い主のいないねこ対策に全国の自治
体が取り組みはじめました。 
　社会貢献としての野良ねこへの手術と一緒に事業者
としての一面を合わせ持つ動物病院と、ちいさな命を
無条件で慈しみながら、動物病院の技術に頼らざるを
得ない人々と、地域環境保全事業として地域ねこ対策
をすすめようとする役所との三つどもえ騒動のなくな
ることを願うのですが・・・・・ 

 

関連情報はAWN連絡会ホームページより… 
http://www.dobutu.net
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第7回ふなばしニャンポジウム開催  
　主催はふなばし地域ねこ活動。野良猫問題を解決す
るには？のヒントが見つかるセミナー。5月18日（日）  
午後1時から。場所は船橋市中央公民館第8集会室。ゲ
スト講師は「地域猫のすすめ」著者横浜市職員黒澤泰
氏とNPOねこだすけ代表工藤。 
　第二部は午後3時から野良猫なんでも相談会。予約・
参加費ともに不要ですが、定員48名になり次第〆切り。 
 
人と猫との調和のとれたまちづくり連絡協議
会／東京都新宿区　人と猫との調和のとれたまちづく
り事業の「地域ねこ対策」をすすめる連絡協議会の結
成集会が2月3日に行われ、中山弘子区長より委嘱状が
手渡されました。 
　区民が主体となった運営を目的にしており、5月17
日（土）には、これからの行動計画を決める会議が開
かれます。 
 
鶴巻フェスティバル　新宿区の連絡協議会構成
員でもある早稲田鶴巻ネコの会が参加。近隣地区の連
絡協議会構成員も、パネルを展示した地域ねこ紹介の
応援に駆けつけました。4月6日（日）早稲田大学の正
門前「早大通り」歩行者天国にて。 
　同会の地域ねこ対策の区域は、東京都の飼い主のい
ない猫との共生プログラムに認定されています。 
 
動物を考える「タマ」の会が、相模原市立さが
みはら市民活動サポートセンターで3月23日(日)にセ
ミナーを主催しました。下の写真は地域ねこセミナー
会場の一部です。同会滝口代表のもと、地域協働事業
を目指す「地域ねこ」がすすみます。 
　上の写真は、同会への出張講師。 
事前の打ち合わせ会 
でも情報交換に努 
めながら、人と動 
物との適切な関 
係づくりを、 
「地域ねこ」 
のテーマに 
のせ変えて、 
毎日の活動が 
続きます。 

ねこなんでも相談会「野良ねこのよろず困り事
相談引き受けます。」3月8日(土)。新宿区では「地域
ねこ」がすすんでいますので、一般の皆さまにも、具
体的で詳しい対策の方法を伝え易くなります。 
　区民と役所とねこに詳しいボランティアが一緒にな
って同じ目的を目指す時、ねこの困り事相談が、地域
環境の保全という社会環境活動になります。 
 
NPOえひめイヌ・ネコの会主催、2月24日(日
)にゃんにゃんセミナー。22日からパネルや写真の展
示をホールで。 
　セミナーでは地域ねこ対策を行政・民間・ボランテ
ィア三者の協働で行うことや、地域ねこ対策の現場で
注意に心がける五つのポイントなどをねこだすけが担
当しました。 
　動物愛護管理推進計画を考えるパネルディスカッシ
ョンは、松山東雲女子大学学長代行と松山保健所副主幹、
ねこだすけがパネラーで、主催者代表がコーディネー
ターで進めました。 
　動物愛護管理推進計画を進める自治体が増えました。
地域ねこ活動を、「野良ねこ擁護運動」と決めつけら
れてしまう場合も多いです。自治体等がそのように対
策をすすめると、一部のねこ好きボランティアチーム
に野良ねこ対策を丸投げされる場合も起こります。 
　行政・民間・ボランティア三者の協働とは、これ以
上の飼い主のいないねこを出さないことと、今既に棲
んでいる野良ねこの生態の循環を抑えることを目的に、
ねこのテリトリーの中で共に暮らす人々と、役所と、
ねこの生態に詳しいボランティアが同じ目的を目指す
活動といわれ、野良ねこが迷惑な存在にならないように、
地域の環境を守る活動です。  
 
大阪府動物愛護推進員研修会　1月26(土)大阪
府動物愛護畜産課主催。東京都における地域ねこの取
り組み研修会で、行政住民ボランティア三者協働のあ
りかたと地域ねこについて講師講演しました。 
 
東松山環境市民の会動物愛護部会学習会へ出張
講師で。2月3(日)地域ねこってな～に？をテーマに。 
 
そのほか個人の野良ねこ対策なども含めて、大小さ
まざまな規模の地域ねこ打ち合わせ会が行われています。 
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